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完全変数化を用いたRBMのモデル選択
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・RBMのモデル(＝隠れ層サイズ)選択

・潜在変数を含む非正則モデル

・尤度の計算コストが高い

・有効なモデル選択規準がない

・完全変数化を用いてモデルを正則化

・尤度を精度良く近似計算

・情報量規準を用いてモデル選択
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